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ク
リ
ー
ン
セ
ン
脅
l
課
業
者
開
始

私
た
ち
の
お
常
生
活
の
な
か
か
ら
桃
山
則
さ
れ
る
ブ
ミ
。

こ
の
ゴ
ミ
は
、
人
間
の
体
か
ら
お
る
場
{
ア
寿
)
的

ょ
う
を
も
の
で
、
穂
郡
ら
し
の
営
み
の
な
か
か
ら
生
れ
る

添
削
京
総
で
す
。

念
総
様
式
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
納
税
い
抽
出
て
の
物

再
開
も
か
な
り
多
く
な
号
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ミ
が
毎
段
、

急
速
に
喰
え
つ
つ
あ

q
ま
す
a

為
市
に
お
い
て
、
ブ
ミ
は
一
疫
に
七
十
吋
八
ト
ン
〈
開
間

十
八
年
度
)
と
、
五
年
前
め
問
問
総
m
間
十
一
一
年
に
ゆ
ぬ
べ
て

一
了
一
一
位
捕
に
も
な
り
、
人
口
の
伶
ぴ
耐
中
プ
・
七
位
出
を
上

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ゴ
ミ
問
問
綴
を
初
鮮
総
す
る
た
め
に
、
中
脇
町
地
先
に

タ
守
!
ン
セ
ン
タ

i
を
後
殺
し
、
去
る
三
月
二
十
六
日

に
議
成
火
を
一
行
な
い
、
四
悶
月
一
段
か
ら
操
業
開
始
め
逐

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

i
の
幾
設
工
務
に
は
図
億
五

千
二
百
三
十
一
一
一
万
八
千
舟
を
投
入
し
ま
し
た
。

内
部
に
は
最
新
式
mw
臨
時
絡
が
設
備
さ
れ
、
…
臼
に
後

五
十
ト
ン
的
ゴ
ミ
を
隔
地
穫
す
る
品
開
カ
舎
も
っ
て
い
ま
す

の
で
、
い
ま
ま
で
の
複
立
て
処
磁
怖
に
か
わ
っ
て
燃
え
る

ゴ
ミ
は
、
一
政
パ

i
セ
ン
ト
幾
却
が
可
総
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
口
増
加
に
光
分
、
対
処
で
き
ま
す
。

ま
た
、
騒
音
や
惑
災
あ
る
い
は
ム
人
気
汚
染
と
い
っ
た

公
幾
線
総
に
は
、
網
開
心
め
仲
位
掛
品
を
は
ら
い
、
工
夫
さ
れ

た
設
計
の
も
と
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
め
で
、
会
く
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
ク
ワ

i
ン
セ
ン
タ
!
は
地
元
の
み
な
き

ん
を
始
め
、
多
〈
の
方
々
の
深
い
ご
葱
鮮
と
ご
協
カ
を

い
た
ど
き
究
成
い
た
し
ま
し
た
。

A
V
崎
明
~
昨

我
孫
子
市
中
降
一
一
二
六
銭

。
緩
淡

齢
蹴
姉
崎
小
問
機
一
一
丸
、
二
六
一

減
益
万
メ
ー
ト
ル

縫
物
一
曲
拙
m

コ
ユ
八
六
平

方
メ

i
ト
ル

A
V
ヱ
期
つ
一
年
継
続
〉

問
削
務
総
十
六
年
十
一
月
五
百

か
ら
級
制
料
開
問
十
八
年
三
月
二

十
六
日
ま
で

A
V
Z
挙
資

付
け
た
も
刊
で
、
火
畿
内
ゴ

ミ
を
完
全
に
幾
郊
で
革
ま
す
。

A
V
M
祉制極的臨カ

材
料
米
ふ
2

ト
ン
(
二
十
沼
時
間
間

総
数
〉

。
将
来
は

一
日
・
百
五
十
ト
ン
終
緩
で

す
と
‘
一
人
当
号
一
自
に
何

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ
を
鉾
出

し
た
場
合
、
人
口
が
十
五
万

人
ま
で
は
陥
制
緩
が
符
能
で
す
。

こ
丹
場
合
の
ブ
ミ
の
畿
は
、

崎
務
…
議
嶋
崎
一
蹴
謀
議
議

総
数
ヱ
泰
縄
民
附
悶
億
五
千
二

百
三
十
三
万
八
千
附
門

蟻
こ
の
工
事
曲
略
的
対
滅
的
…

擦
と
し
て
‘
大
蔵
省
よ
り
一
…

僚
級
千
七
百
万
m
門
的
淳
生
年

金
閣
雄
一
四
徽
炎
を
う
け
ま
し
た
。

A
V
処
議
方
式

連
続
犠
焼
式
機
械
が
と
い
う

焼
却
炉
を
使
薦
、
こ
れ
は
終

砥
押
な
拙
時
間
拭
火
火
格
子
に
、
グ

レ
i
ト
カ
ッ
タ
ー
と
い
う
ゴ

ミ
告
か
き
ま
わ
す
義
援
を
取

持
一
ト
ン
蜘
閉
め
ダ
ン
プ
七
小
五

台
分
に
樹
高
一
し
ま
す
a

。
公
害
防
止
法

〈
火
気
汚
染
世
間
止
)

ゴ
ミ
M
V

融
制
え
る
時
吋
に
発
生
す

る
ガ
ス
時
中
町
ほ
こ
号
位
、

電
気
築
と
ん
機
で
時
税
制
帆
事
れ
、

残
っ
た
ガ
ス
は
漁
期
刷
機
を
遜

っ
て
、
高
さ
五
十
メ
;
ト
ル

の
機
突
か
ら
お
き
れ
ま
す
。

ζ

的
然
災
か
ら
泌
る
ふ
ん
ヒ

ん
の
震
は
、
…
双
方
メ
1
ト

クリーンセンタ-p令部機滋
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ル当一
9
0
:
一
グ
ラ
ム
と
ご
の
ご
み
焼
却
場
の
イ
メ

i
ジ

〈
わ
ず
か
ぞ
‘
際
的
指
定
し
ア
ァ
プ
を
は
か
つ
て
い
ま
す

て
い
る
ひ
盃
七
グ
ラ
ム
舎
は
が
、
外
経
も
ス
坊
の
よ
う
に

る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
る
め
設
計
さ
れ
、
広
大
な
数
地
に

で
、
会
〈
心
配
は
令
市
号
ま
は
ず
い
は
笠
設
を
し
き
つ
め
、
樹
木

ん
a

を
然
、
え
て
、
公
開
削
円
よ
う
に

(
描
指
向
常
時
間
止
」
し
よ
う
在
し
て
い
ま
す
。

市
内
内
食
品
塙
か
ら
緩
め
ら
れ

A
V
そ
の
総

た
ゴ
ミ
同
体
、
い
っ
た
ん
除
機
ゴ
ミ
の
焼
却
後
の
沃
は
、
滋

織
に
入
れ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
立
て
地
へ
運
ば
れ
ま
す
。

的
附
円
相
飾
的
受
気
を
燃
焼
同
明
緩
ま
た
燃
焼
時
吋
に
出
出
る
余
熱
を

気
と
し
て
が
出
門
に
送
り
込
み
利
関
L
亡
、
浴
室
な
ど
に
温

ま
す
の
で
、
外
側
附
に
は
岳
山
々
水
を
供
総
で
き
る
よ
う
一
許
制
問

浅
れ
ず
、
し
か
も
鎖
的
は
セ

L
て
い
ま
す
胎

也
容
度
以
上
円
高
指
恨
の
た
め
奥
勺
i
i
t
i
i
j
i
l
l
i
!
i川

制A
H
M
抽
問
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ペ
コ
ミ
を
泌
す
時
岡
山
一

水

双

山

隊

会

…

お

額

い

…

也
記
念
に
燃
跡
地
し
た
後
円
灰
は
、
…

A
帯
合
併
の
ご
み
は
氷
分
を
よ
…

冷
却
水
を
滋
し
て
紗
水
宰
れ
一
く
切
っ
て
か
ら
お
し
ま
し
ょ
う
…

ま
す
が
、
こ
的
冷
却
水
金
持
附
…
争
燃
え
な
い
ご
み
や
燃
や
す
…

化
す
る
た
め
、
廃
水
処
滋
袋
一
と
有
毒
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
一

期
織
を
殺
げ
て
あ
り
、
完
全
浄
…
そ
れ
の
あ
る
も
丹
は
別
に
山
尚
一

化

し

て

か

ら

流

し

ま

す

の

で

‘

一

し

ま

し

ょ

う

一

一
間
的
を
汚
す
こ
と
は
あ
ワ
ま
一
品
袋
持
口
は
必
ず
し
ば
っ
て
一

せ

ん

。

…

く

だ

さ

い

。

一

円

畿

音

防

止

)

…

糸

大

き

な

ご

み

は

小

寺

く

し

一

機
帥
閉
鎖
的
音
は
吸
収
す
る
材
…
て
か

ι出
し
ま
し
ょ
う
。
刷

料
金
銭
閑
摘
し
た
密
閉
型
的
懇
…
ゆ
き
め
ら
れ
た
自
に
、
き
め
一

物
内
に
お
き
め
て
あ
る
時
で
‘
…
ら
れ
P場
所
に
践
し
ま
し
ょ
う
一

議
安
や
綴
織
の
公
慾
は
あ
守
一
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
稔
険
な
ご
一

ま

せ

ん

包

一

み

は

1

き
げ
ん
い
と
淡
い
て
一

点

V
緑

化

対

策

…

く

だ

さ

い

。

一

ク
り

i
ン
セ
ン
タ

i
と
い
う
…
・
晴
子
渓
築
地
一
は
や
め
ま
し
ょ
…

居

欄

名
称
か
ら
し
て
、
今
ま
ま
で
…
ら
い

i
i
i
i
s
-
-…



苦手Hl日・168芸品行

市
誌
、
附
閃
同
月
一
日
付
で
い
灯

時
収
拍
刷
機
的
改
革
を
行
な
い
、
こ

れ
に
伴
う
人
議
約
滋
(
開
閉
月
一

日
付
件
、
発
令
)
も
大
師
糊
に
行
な

い
ま
し
た
。

行
政
相
秘
淡
町
改
革
は
、
掛
開
市
中

市
山
間
関
鮒
抑
制
を
一
滋
へ
中
市
匹
前
公
室
)

五
部
(
総
務
総
8

民
生
初
郎
・
ぬ

世
間
協
開
ゑ
制
部
・
建
設
綴
・
州
開
発
部
)

制制と

L
.
ま
れ
ん
水
遊
管
酬
明
事
務

所
を
水
滋
畿
に
名
称
を
後
え
ま

ー
た
e

行
時
限
価
組
織
を
変
え
た
棚
也
市
聞
は
、

人
口
円
増
加
に
憶
も
令
市
常
務
丹
複

激
化
、
ま
た
鳳
劇
的
増
大
に
付
加
問

謀
者
ど
を
新
設

し
、
本
務
を
料
品
情
に
一
打
う
た
め

守
す
。
そ
し
て
市
役
一
昨
が
最
も

心
地
相
げ
な
け
れ
H

ば
な
ら
な
い
、

市
災
匂

i
ヒ
ス
を
よ
り
よ
〈
進

め
て
市
く
た
め
に
一
行
な
っ
た
も

の
で

1
0
そ
れ
に
は
潟
淡
な
行

政
鐙
策
を
行
ぺ
行
政
の
述
党

を
同
附
ヮ
て
い
か
を
汁
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
主
こ
と
か
ら
、
浅

田
院
の
み
な
き
ん
が
わ
か
守
に
く

い
事
、
市
市
に
対
し
て
開
問
き
た
い

前
慣
を
滋
伐
と
す
る
、
市
災
サ
ー

ビ
ス
諜
が
山
山
市
市
ま
し
た
。
中
市
災

サ
i
ピ
ス
に
こ
れ
か
ら
組
問
縦
約

に
取
り
総
hu
方
針
で
す
，

ま
た
住
み
よ
い
前
町
づ
〈
り
と

し
て
‘
悩
揃
札
慌
を
強
力
に
楠
廿
し
滋

め
る
た
め
に
、
相
隅
絞
殺
務
所
よ

り
厚
生
拙
慨
を
分
隊
、
独
犯
し
ま

し
た
。

事
ち
に
土
地
附
間
開
鵬
は
、
い
よ

い
よ
潔
絡
に
な
っ
て
き
ま
し
た

的
で
、
公
共
閑
地
融
機
相
時
の
た
め

用
抽
地
潮
時
を
絞
殺
し
ま
し
た
り

内
庁
舎
内
向
各
線
的
段
階
盛
は
、

開
闘
で
示
し
て
為
る
と
お
リ
、
中
市

民
的
地
閣
総
が
一
番
多
く
紛
れ
る
、

綴
・
諜
を
一
向
械
に
.
出
門
相
附
属
関
欄
他

部
門
を
一
一
段
仁
、
叩
直
き
ま

L
た窃

2 

A地賭平欝簡

た
び
た
び
吋
広
報
あ
び

ニ
』
絡
で
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
ν

滋
人
的
つ
ど

い
輸
は
‘
予
定
ど
お
り
関

口
月
二
十
九
H
D

に
問
問
的
確
容
れ

ま
寸
合こ

の
縦
し

は
、
会
場
投

機
等
同
総
合

で
と
り
や
め

に
な
っ
た
成

人
式
的
災
翰
刊

に
か
わ
る
も

の
と
し
て
、

卒
採
品
隣
人
を

刊
盟
主
ら
れ
た

中
々
々
を
対
象

階 ljl商関A1 

立
大
学
?
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

フ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
争
匁

シ
も
潟
意
さ
れ
て
お
り
ま

す
的
で
、
本
能
。
成
人
を
問
地

え
ら
れ
た
方

々
は
も
と
よ

り
一
般
市
民

的
み
な
さ
ん

も
多
数
お
い

で
く
だ
さ
る

よ
う
お
絞
ら

せ
い
た
し
ま

nv 

J

，
 

o
u
u
時吋

山間
H
H
二
十

花
臼
〈
門
口

開
端
刊
訂
)

午
後
令
叫
吋

若人のつどい4 R29B 
口

銭守党と
係二
千ろ
商
等
学
校
体
育

一
品
緩
混
合
予
防
接
種

三
種
市
出
会
予
防
接
続
舎
次
的

u
u
糾
憾
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
当

日
山
出
か
け
る
絞
め
体
温
を
訓
叫
ん
恥

し
、
総
務
惑
を
記
入
し
て
宅
も

よ
り
の
会
潟
で
お
受
け
干
き
い
。

該
均
一
品
刊
は
、
第
一
燃
は
削
哨
務

内
十
七
年
六
月
刊
日
か
ら
十
二

月
三
十
…
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

会
。
第
二
織
は
第
…
繍
一
-
一
間
出
終

γ
後
一
年
以
上
代
附
議
し
た
お
。

時
吋
州
側
は
午
後
二
時
か
ら
ウ
…
持

ま
で
で
す
。

5
1
…
口
口
…

nμ

川
川
一

4
一

5

!
日
恭
一
口
付

内
包
u

-

li
e
n
v
 

轄王子商題A2 

年

金

綴

談

時
時
年
よ
り
十
年
々
衰
の
支
給

が
始
ま
り
、
抑
制
楽
殺
孫
子
+
閉
じ

お
い
て
も
衛
隊
年
殺
を
瓜
官
給
す

る
人
が
日
増
し
に
多
〈
主
っ
て

お
り
ま
寸
。

そ
こ
で
、
年
会
内
総
求
町
し

か
た
、
閉
山
間
町
年
金
、
厚
時
中
年
常

町
内
容
主
ど
に
つ
い
て
昨
年
金

制
制
裁
を
闘
機
し
ま
す
匂

な
お
、
こ
の
日
は
、
年
金
の

ほ
か
後
療
係
段
、
日
間
嶋
縫
康
保

殺
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
役
会

側
開
品
開
事
務
所
加
担
潟
叙
が
ご
相
談

仁
志
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
e

燃
日
間
出
月
ご
す
叩
札
口

午
約
十
時
吋
i
午
後
つ
…
叫
吋

胤
吻
品
開
我
孫
子
市
中
山
官
公
民
品
出

制
相
談
内
容
線
開
同
年
金
、
厚
生

年
金
、
溺
総
裁
令

年
金
、
抽
出
康
保
険
、

日
経
健
緩
傑
倹

年
金
導
附
け
官
、
役

会
後
険
十
事
務
所
村
刊

当
者
‘
社
会
同
部
険

労
務
士

相側料州国民
テ

ニ

ス

を

や
り
ま
し
ょ
う
/

令
軟
式
庭
球
初
心
者
数
家

(
日
時
吋
)
」
株
綴
一
詩
山
崎
隠
午
前

十
時
か
ら
十
二
時
吋
ま
で

(
鳩
山
附
〉
①
子
制
比
例
的
公
開
閉
コ

i

ト
品W
州
尚
北
台
中
山
官
公
開
幽

コ
tee-ト

(
募
集
人
隠
}
め
還
と
も
綿
一
五

〈市川地
A
先
)
①
は
中
央
公
民

拍
時
八
一
一
!
の
お
一
一
立

品W
同
同
教
育
妥
員
会
叫
札
会
体
育

係
‘
パ
ヲ
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護軍 び
園田官

&咽 48. 4. 16 

行政機構
|市長部局(

衛 星き

as 

総〈

議華E空

書 官軍{資留 守警務}…・・市長の行事にかかかわること。

入 率 繰(池間 tJ..ニ)..・H ・絞災の採用、戦災(/)福利空手主主

言霊{幸奇弁 洋)..・H ・子告の将来を言tu灘、広報1;11この発行や統計調議

市民サービス言葉(:re!ll¥~量)・…川市民の欝務総ま去を受 It 、馬主〈処理‘する方法をとる。

庶 務 議{大級 繁樹)......1li庁舎の総持管理、 f変更苦の文章詳の室長理担保存

財 政 事震{務弁 克己)..・H ・市の会紛であ 1)、還を金の速機、襲幸運量の取得、管理

市民鋭意義(大野木英火)..・H ・市(県)民税、法んlIH毛級、電気・ガス税、たばこj書受税、軽自動機税などの税を幾税するe

総書 十一資藤綴緩(飯泉跡的......土織や家屋れのお定した絞獲の税械受し譲綴する。

事 」 収 納 怒 { 総 耕 三 ) ・ H 線総された淵を収めて吋 fごく。

.--r普 段 諜(矢部 一男)......戸籍、住民楽、安委麹騒などいろいろな証明撃事の発行、届織の受付

ー ド溺{純金書長(小池 和.~.. .~関長後総保険の言葉1肘給付、 E震災年金の稲談と支給

二議一一→ーをた全対策議{紛 糾 H ・H ・自動軒鮒者の枇を守号、また瓶、側、憾などをあっかう。

3 

手息 ト摩生線(小倉正一)..・H ・保育関や憾のいろいろな手当と老人付かわること、災害のときの救助なれ

長一一役
夫 し〕福殺事務所(林 輿)......~主;設のこまっている人の事長談 E 身障者、李寿喜事者、五三人、兇雪量、母子宮芸員護などの後議

渡辺 木JII 
経 I 経済f援事専言葉(中努 怠)......差是・才卒業の技術指導や商工業やま!IJもにかかわること。

喜子十環境衛生諜(腕五郎)......ごみ、し隊などを輪、摘し、こυ礼tれ山工らを出処倒鮒攻射す村る。
霊長
iE 議長

暴計雪 保果 縫 隷(~別蜘1姉府 孝子刊朴朴).ト.. ……俊H…….. …‘...4¥-香

.--1管苦 理 語綴駅革ぶ(は工草藤革 数)......市営{主~oう建築、あっせん、役5雪量提示の実線、縫築確認め察務など。

護霊( ト書喜子主計関線(土箆 Z急発)..・ a・-新しし、道路や水践をつく号、公幽緑地をミデ号、新しも、まちづく 1)を考える。

殺虫一一い工事後修談、{土問 栄吉}…..1li遂、排水などの制幻滅修工事

部五 ト下水滋議後爽秀夫)..・H ・公共下水道の綴査・計側、工事、終鈴および管双をする。

空 し潟織諜(域級将夫}・…公題、学校など、公共潟地の確係のための交渉や買収

総合 「様子官改造言集{火久保健長日)…双主主の者sr例改造、ごりこ我孫子駅前の区側室長滋

発率 L 区爾整理線(野口 参二)…・・萩市街絡の潟発剖?なう。
官官潟

市

(忠一主
役「一一会計謙治上 久)..川和鰍輔、悼の概をする c

務課(石斧 j怠)......水道管のI家宅水質などの検査

務 課(鈴木 喜一)......水道管のま十注射、メータ…事実針や料金を徴収するe

|弘幸二委員訓告 「庶務州弁務光ト 学校総殺の建築燃や教育委照会的畿の鞠

I ト学校教?李総酒井 三郎)…級学、転退学にかかわること、学校の管理震

;Hート間閥均鱒)......7-;j;一ツの叩関鵬催、j浴…史伽問の崎綴軒きんω一な

E筏詩 :呆L石 しき緩普 準券事 室劃(広詩瀬費 i清毒}ト‘臼…….. ………番H…….日…鯵..宅学宇習指草導事主淡w長ドFの)a改文毛藩蕊喜ぷ、 そ♂の〉他教職E寅竜の誇綴桝f付f鯵妻姑;治言撒霊動訪を十後控i滋義する o

長ロ 蚕フγ

光 ヌむ 」公 E毛主喜仲村 淳トー…いろいろな講座、図書側、ス;j;…ツなどをffなう。
え衛

i議会等務局ト議会鞠均.........・H ・..，・H ・-………叶政の方針条例などを議決する輸を軒。
(後藤茂〉次綬(今井敬}

よる差益織の綴持、管理

i選挙絞潔委員会卜選挙管職員会・……釜 H ・ ・…すぺての滋挙の事務を縫う。
{隊機次久)

査...........，...・ H ・.....・ H ・...・ S・M ・"rぢの導要業の審議、自然事務を定期的に言時三菱
(森田波炎}

|消 防ト… H ・H 唱日岳H ・H ・...，...・H ・...・...，火災時効とi靴、械など例措の活動

j寄託きf受(議本質太郎)本務次長長兼署長(大弁 護}

812 



競えるゴミの収集日

紙くす毛、府芥、からくず、木綿くず、木〈

(長さ50割以下〉、雑紙等

よちす講談所分iま除<)

幸正 袋 入 ( 無 料 )

11.木 l務Mダンプ

火・会 |綴主主ダン

水・こた

}'j-:念 1大

-注意
( 1 )所定め場所lこ袋づめにし、三当滋午前器善寺30分ま

でに出して下さい。(必らずその Bの較に似して下
さい・。)

( 2 )当日、祭行・休日iこ三きった場合iま、次回まで家

庭iこ保管し収後段以外は出きないで?下さい。

( 3 )ブミ袋iま、市総定のものを線対とし、 f患のもの

を使紛する場若手i土、丈夫なものを使用し、迷完芸を

かけないようにして下さいα

(4 )湾総物の袋のやiこ{土、;p燃物(グラスびん.z芝

かん宅約、手H撃となるゴミ i土、絡ませにi箆入しないよ

うにして下さい。

撚え牟いゴミ、有寮とt;r.るゴミの駿集日

設かん、空ぴん、ガラス、瀬戸物、くず、

灰ミ警の外、焼やすと有審会:物資を出すもの。

{プラスチック類、ゴム獄、 E主主事類、がん災害事)

紙袋3l.(ま、ボール箱入で摺告したもの(無料)

5日

78 

絞 i長 g 主主

ときわ1.2T詩，本義Tl.2γ間

協山1. 2γ臼

本語T3ず13，主主1. 2γEl 

粗大ゴミ

@耐久滋資材

テレビ、ステレオ、

蔵康、洗濯機、

マットレス、自

主霊祭廃材
{袋入lt、銭入社に出来をいもの}

e!Jl!:護

老乱芸誌のところ、市主主'設で粗

大ゴミの~j長去さ綴 i土佐i米ま

ぜんので、後から詩j(l}十首まを

する場所(攻後;主、靖i!，針発
問所j主主立泌)1ニ漆j援して、

土里立てて下惑い。

告n 公言語i溢?人我J季子新総，努きを 11 e投手襲待問

一 … 一一一一一 11 祭おを除〈若手段
118 発1. 2γ路，舎にいずみ 11 .'f総容量寺から午後品善寺ま?

@注意

(1)必らず袋入れかダンボール箱入れにし織

包して下さい。必1[1二主主意し会って収集音量

五容の向上にど協力下さい。

( 2 )収集場所i土、今まで良治会で決定してい

た危険物j段祭場所iこ、そのgの籾 9雲寺まで

に出したものに限ります。

その日以外は出きないようご注意して'1'"き
し、。

(3 )当筒、{本お・器等臼等iこさった場合i立議日

千すないます。

l:~G時間以外浴、門を綴主語
いたしますのですてられま

せん。

e)妻潟

一般家長室の主主lL焚ffliま100
kgま令書華料て'すが、業翁が

王軍j鍛して投議する後続;ま有

料です。

管
王襲±護衛生総

し 底校集計額..・・ e・‘・・・・・し派のi及恥)1主、収集約'20段位の鶴岡C巡磁i伐去炉、たします。

浄化槽を設霊堂している家庭は、主ド3益基iま浄化機;毒機縁者iこ緩んで管穫を良くしてできい。

し態 別と 揮の 審漣・ ・ 総刊の許可縁者JI4225社 22LLf;::;:::: 
ミ 3.安主義ミ子十帯主主 冷害者829-12 (88) 073 3 

(1)土地の託社平若者または管理患者i主、その土地を清潔にする幸義務が記長f撃でま住められていますので、

不法投議肪止対策......・・ 際分のゑ池をきれいにし、また、不法投棄をきれないような対策をしなければなちません。

(2 )みだ号 iヱ廃禁物を捻てないよう法律でまさめられてお守ますので、をまきんで波渡しましょう。
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